
中数－ 9

康太さんは，２つの偶
ぐう

数
すう

の和がどのような場合に４の倍数になるか 
を調べています。

２+２＝４ ４+２＝ ６ ６+２＝ ８
２+４＝６ ４+４＝ ８ ６+４＝１０
２+６＝８ ４+６＝１０ ６+６＝１２

２+２＝４，４+４＝８，６+６＝１２のように，同じ２つの偶数の
場合，２つの偶数の和が４の倍数になっていることから，康太さんは 
次のように予想しました。

 ４＝４×１
 ８＝４×２
１２＝４×３
３つとも４の倍数に
なっているね。

予想１

同じ２つの偶数の和は，４の倍数になる。

上の予想１がいつでも成り立つことは，次のように説明できます。

説明１

n を整数とすると，偶数は２n と表される。
同じ２つの偶数の和は，

２n+２n ＝４n

n は整数だから，４n は４の倍数である。
したがって，同じ２つの偶数の和は，４の倍数になる。

６
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次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）前ページの説明１では，n を整数として，同じ２つの偶数の和を 
２n+２n ＝４n と表しています。この式は n の値が９のとき，どの
ような２つの偶数の和を表していますか。「８+８＝１６」， 
「１４+１４＝２８」のように書きなさい。



中数－11

（２）康太さんは，２+６＝８のように，同じ２つの偶数の和のほかにも，
４の倍数になることがあることから，さらにくわしく調べてみました。

 ２+ ６＝ ８＝４# ２
 ６+ ２＝ ８＝４# ２
１０+１４＝２４＝４# ６
２８+３２＝６０＝４#１５

そして，次のように予想しました。

予想２

差が４である２つの偶数の和は，４の倍数になる。

２＋６と６＋２は同じとみていいから，
（小さい方の偶数）＋（大きい方の偶数）
について説明すればいいね。

上の予想２がいつでも成り立つことを説明します。下の説明２を 
完成しなさい。

説明２

n を整数とすると，差が４である２つの偶数のうち，
小さい方の偶数は２n，大きい方の偶数は２n ＋４と表される。
それらの和は，

　２n ＋（２n ＋４）
＝
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（３）同じ２つの偶数の和や，差が４である２つの偶数の和のほかにも，
２つの偶数の和がいつでも４の倍数になることがあります。どのよ
うな２つの偶数のとき，その２つの偶数の和が４の倍数になります
か。前ページの予想２のように，「 　　 は，……になる。」という形
で書きなさい。


